
.

い
に
負
け
る
可
雜
す
ら
あ
る
。

票
を
読
め
な
い
危
、
邑
は
、
決
選
投
票

の
見
通
し
も
難
し
く
し
て
い
る
。
 
2
回
投

票
制
の
仏
大
蓄
選
は
、
 
1
回
目
の
投
票

で
過
半
数
を
獲
得
す
る
候
尊
が
い
な
い

坐
口
、
上
位
2
篇
が
決
選
投
票
に
進
む
。

世
論
調
査
で
は
、
決
選
投
票
で
は
反
極
右

の
西
妻
集
め
て
マ
ク
ロ
ン
氏
な
い
し
は
フ

イ
ヨ
ン
氏
が
勝
利
す
る
と
の
結
果
が
出
て

..

い
る
。
し
か
し
、
ル
ペ
ン
氏
は
過
激
路
線

の
父
ジ
ャ
ン
マ
リ
・
ル
ペ
ン
前
嘗
を
除

名
し
て
党
内
の
差
別
的
な
言
辞
を
封
じ
込

め
る
な
ど
急
速
に
極
巻
を
薄
め
て
い

る
。
決
1
で
大
量
の
票
が
逃
げ
る
と

は
考
え
に
く
い
。
調
査
会
社
イ
プ
ソ
ス
が

2
月
Ⅱ
日
に
公
表
し
た
調
査
で
は
、
ル
ペ

ン
氏
支
持
者
の
和
%
が
決
選
投
票
で
も
支

持
の
意
思
を
「
変
え
な
い
」
と
回
答
し
た
。

Q
-

0

§

『

0

、
0

、、、
三目

か
た
や
マ
ク
ロ
ン
氏
支
持
者
は
認
%
で
主

要
輪
で
は
最
低
だ
っ
た
。

決
選
投
票
で
宙
系
が
内
雰
裂
し

た
り
、
左
派
が
投
努
濡
し
た
ー
れ

ぱ
、
マ
ク
ロ
ン
氏
が
反
極
1
集
め
き

れ
ず
に
、
ル
ペ
ン
氏
が
勝
利
す
る
「
ま
さ

か
」
の
シ
ナ
リ
オ
も
否
定
で
き
な
い
。

マ
ク
ロ
ン
氏
が
第
1
回
投
票
で
2
位
以

内
に
つ
け
、
決
選
投
票
で
璽
に
勝
つ
た

一
二

=
・
・
〔
,

■な

め
に
は
、
若
者
や
都
市
部
だ
け
で
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
全
土
、
と
り
わ
1
域
で

支
持
を
腎
付
け
る
こ
と
が
必
須
だ
。

外
交
・
{
女
全
俊
の
経
験
不
足
や
具
体

策
に
乏
し
い
こ
と
も
課
題
だ
。
特
に
ロ
シ

ア
と
の
確
執
は
マ
ク
ロ
ン
氏
の
立
舉
難

し
く
す
る
可
程
を
は
ら
ん
で
い
る
。
歴

史
的
に
親
系
の
政
権
が
多
い
フ
ラ
ン
ス

に
あ
っ
て
、
マ
ク
ロ
ン
氏
は
シ
リ
ア
問
題

で
ロ
シ
ア
の
軍
事
介
入
を
批
判
す
る
な

ど
、
反
露
的
な
ス
タ
ン
ス
だ
。
す
で
に
口

シ
ア
に
ょ
る
サ
イ
バ
ー
章
や
「
偽
ニ
ユ

ー
ス
」
の
葬
の
謂
に
さ
れ
て
い
る
と

も
一
言
わ
れ
て
お
り
、
関
連
サ
イ
ト
に
は
数

千
件
に
上
る
偽
ニ
ユ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
弱
い
マ
ク
ロ
ン

陣
営
に
と
っ
て
命
取
り
に
な
り
か
ね
な

、
0

し

3
月
Ⅱ
日
の
立
候
補
締
め
切
り
後
は
、

候
補
者
が
具
傭
な
政
策
1
戦
わ
せ

る
局
面
に
入
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
テ
レ
ビ

討
論
会
な
ど
が
活
発
に
企
画
さ
れ
る
の

で
、
マ
ク
ロ
ン
氏
が
幅
広
い
層
の
国
民
に

訴
え
る
力
を
持
っ
た
琶
提
示
で
き
る

か
ど
う
か
が
、
焚
の
焦
点
に
な
る
。

経
1
を
輩
夙
に
台
頭
す
る
ポ
ピ
ユ

リ
ズ
ム
に
対
し
て
、
マ
ク
ロ
ン
氏
は
新
し

い
成
長
戦
略
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る

か

E
U
の
拡
大
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

0
ヨ
ン
の
波
に
も
ま
れ
、
霜
益
を
こ
、
つ
む

る
地
方
の
篭
な
層
へ
の
1
急
が
な

け
れ
ば
、
ル
ペ
ン
氏
に
抑
え
込
ま
れ
る
こ回

と
に
な
る
だ
ろ
、
つ
0

ベ'
ナ0 Jコ

1才里予弓'

巳雙雙繋揚籍器胤
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エコノミスト

していることに、金融市場は神経質になって

いる。

5月7日の決選投票に進むのは、ルペン氏

とマクロン前経済・産業・デジタル相、ある

いは中道・右派統一候補のフィヨン元首相と

の見方がだ。ルペン氏が当選すれば、通

貨ユーロと仏国は暴落、マクロン氏でも市

場の反応はネガティブというの力僕国金融街

シティーの見立てだ。

ルペン氏マクロン氏ともに大繊頁に就任

できても、運営{こ難があると見られてぃる。

両氏は6月の国民議会選挙で過半数を取れる

政党基盤を持たない。ルペン氏の国民端尿に

は現在、冨員が2人しかおらず、マ

ン氏率いる「前進!」の予想 ノ日一

くわずかだ。 とがねじれ、「何も決

められない」状j兄が当面続くことになる。

世諸調査では、フィヨン氏力甲斤属する中道

右派・共和党が仏本士の539、席中、最大

2兜と過半数を占めると予想されてぃる。

にとっては、フィヨン氏と中道右派・

共手晩の勝手Uがも円満なシナリオだ。だが、

フィヨン氏は公金流用疑惑の火j肖しに失敗し、

フランス各地で退陣を求めるデモが起こるな

ど、支持率が大きく落ち込んでぃる。

金融市場はルペン氏とマクロン氏の当選を

巳し、4月23日の第1回投票まで^的に

リスクを織り込み、仏国・ユーロ売りの動

きを示していく可☆樹生がある。

86

フラン復活?

「フレグジット」の脅威

決選投票でルペン氏が当選した場合は、さ

らに市場が混乱する可首誰か局い。

ルベン氏はフランスのEU調兇を問う国民

投票の実施を公約に掲げてぃる。EU誇寸に

関わった最重要国であるフランスの離脱(フ

レグジット)は、 EU解体の始まりを,味す

る。通貨ユーロへの甚大な巨は避けられず、

過去最安値のla、=88B7円近くまで下落す

るシナリオを想定する投資家も多い。

シティーはすでに、ルペン政権の通貨政策

の話題で持ちきりだ。キーマンは、ルペン氏

の経済ブレーンであるべルナール・モノ国民

戦線主任経済顧問。モノ氏によれば、ルペン

氏はユーロを離脱し、新通貨を発行して通貨

主権を取り戻そうとしてぃるという。まずユ

ーロを新たな通貨バスケットに置き換え、ユ

ーロ加盟各国に再度、国内通貨の発行を提案

する。各国がこの提案を受け入れなければ、

フランスだけでも4銑1的に新通貨に切り替え、

姶、=1新ヂとする。その1妾は新通貨の単独で

の切り下げも辞さないという。

問題は6割を海汐椴資家がイ呆有する

務の行方だ。モノ氏は、政府は一方的に政府

を新フラン建てに変更できると主張して

いる。ルペン氏当選の可肯誰か局まれぱ、イ

有する全てのフランスを売却するという

声が一部の投資家から聞こえ始めてぃる。
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